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都市計画公園の整備・運営の方向性について
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羽田空港跡地第１ゾーンにおける都市計画公園の整備・運営の方向性について
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◆「羽田空港跡地まちづくり推進計画（H22.10）」
において、当該地を多目的広場エリアと位置付け。

（国、東京都、大田区、品川区策定）

羽田空港跡地第１ゾーンにおける上位計画について

◆「羽田空港跡地第一ゾーン整備方針（H27.7）」
において、当該地を含む南側エリアを憩い・にぎ
わいエリアと位置付け。（大田区策定）

【多目的広場の機能とゾーニング】
・海老取川及び多摩川に沿った親水ネットワークと連続性を持た
せ、周辺市街地に不足する緑地やオープンスペースを確保する。

・地域住民の健康増進やレクリエーション、イベントのほか、産
業交流施設との一体的な利用など、多目的な利用に供する場と
する。

・災害時には広域避難場所の一部としてその機能確保に必要な平
面空間を備える。

【土地利用方針】
・多摩川沿いの親水空間や景観を生かした多目的広場や憩いとに
ぎわい施設等を整備し、他エリアや各プロジェクトと連動して
多様な人々による憩いやにぎわいの場を創出するエリア。

・必要に応じて、文化・産業関連施設を配置する。また、災害時
には、避難に供する平面空間として多目的広場等を活用する。

【公園拡張範囲における上位計画の位置づけ】
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羽田空港跡地地区土地区画整理事業について

◆平成30年６月28日、第一期事業地(約5.9ha)のうち、
約2.7haの保留地を当初の資金計画より高い単価（再
鑑定）で区が取得。

これにより、公園北側の保留地（約1.3ha）を同一単
価で取得した場合、土地区画整理事業における資金計
画の収入が超過。

【これまでの経緯】

◆ 平成28年2月12日 土地区画整理事業 都市計画決定 （大田区告示第58号）

◆ 平成28年10月5日 土地区画整理事業 都市計画事業認可（国土交通省告示第1115号）

土地区画整理事業の事業構造上、
1.3ha規模の土地の所有の蓋然性が低下した
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◆ 平成27年９月11日、東京都、大田区、国土交通省、ＵＲ都市機構の４者間で、
土地区画整理事業を用いてまちづくりを進めることについて協定を締結。
土地区画整理事業で生み出された保留地は、区が取得することを基本とすることを規定。



「羽田空港跡地第１ゾーン整備方針」の目的がほぼ充足

羽田空港跡地第１ゾーン整備事業（第一期事業）について

＜羽田空港跡地第１ゾーン整備方針より＞＜羽田空港跡地第１ゾーン整備事業（第一期事業）提案概要より＞

【経緯】
◆ 平成27年７月 「羽田空港跡地第１ゾーン整備方針」策定
◆ 平成29年６月１日 第１ゾーン整備事業（第一期事業）について事業者を選定
◆ 平成30年５月９日 事業契約を締結
◆ 令和２年７月３日 第一期事業まち開き（一部の街区）
◆ 令和５年11月16日 全施設完成によるグランドオープン
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●川崎市事業として、川崎市殿町地区（キングスカイフロント）と羽田空港跡地を結ぶ連絡橋が

整備完了（R４.3）

●連絡橋の整備により、川崎市から羽田空港跡地に訪れる新たな人流が発生

①キングスカイフロント就業者は羽田空港跡地地区内に存する天空橋駅を経て通勤

（立地企業45社のうち60％超の企業が定期ルートとして承認）

②キングスカイフロント就業者がHICity内飲食店を活用（昼食を中心に）・（サイクルポート連携）

③川崎市殿町周辺住民のHICity来訪増

変化①：多摩川スカイブリッジの開通と新たな人流の発生

●羽田空港跡地まちづくり推進計画(H22.10)第２ゾーンに空港機能のサポートするホテル、多目的ホール、
交通結節点を兼ね備えた施設がR2年7月に完成し、コロナ過を経て、R5年1月にグランドオープン

変化③：羽田エアポートガーデンの開業

●『先端』『文化』を国内外に発信する拠点としてR2年7月にまちびらき・R5年11月グランドオープン

●コロナ禍において停滞していたHICityの研究施設への入居、イベント等による来街者が増加

R2→R4：来街者493→2,984千人、入居企業29→46社、ライブホール公演64→278件

変化②：HICityの開業～機能本格稼働

都市計画決定後の地区周辺の状況変化について

●多摩川スカイブリッジ開業を契機として、キングスカイフロント（代表：キングスカイフロント協議

会）とHICity（代表：羽田みらい開発(株)）と羽田エアポートガーデン（代表：住友不動産商業マネジ

メント(株)）は連携協定を締結（R4.3）し、広域エリアマネジメントに着手

変化④：３地区の連携の始まり
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◆土地区画整理事業の事業構造の変化及び地区周辺の状況変化を踏まえ、関係者で
⑦２街区１画地（約1.3ha）の取り扱いについて協議

⑦２街区１画地を区が公園として整備する方針で４者（東京都、大田区、国土交通省、
ＵＲ都市機構）で合意。令和４年６月29日に変更協定を締結。

公園として活用

当地区の状況変化を踏まえた事業関係者協議について

土地区画整理事業区域(16.5ha）
令和８年度 事業完了予定
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都市計画公園の整備・運営の方向性について

◆都市計画の見直しに向けた整理事項

①機能論 ：都市計画公園で導入をすべき機能

②空間配置論：都市計画公園の空間配置イメージ

③事業手法論：計画実現のための事業手法

◆状況の変化を捉える視点

・HICity関係者等へヒアリングを行い、事業者ニーズを把握
・社会実験を引き続き実施、分析・整理し、公園のニーズ把握と地区認知の向上に努める
・防災機能の強化、HICityとの連携を視野に、①導入すべき機能を整理
・建物と空間の一体化を意識した空間構成と、公共空間の新たな使い方を検討し、
②空間配置イメージを整理

・区の事業への関わり方を整理し、需要に応じた事業可能性を把握し、③事業手法を整理

状況の変化を的確にとらえ、当地区の推進計画及び整備方針の実現に向けた
公園整備・運営について、区は下記３点の方向性の整理を進めている。
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取

組

②空間配置イメージ

③事業手法

①導入機能のまとめ

②空間配置のまとめ

③事業手法のまとめ

社会実験

・需要に応じた事業可能性の把握

・公共空間の新たな使い方の検討

・ニーズ把握（HIcity関係者等）

・暫定利用を通じたニーズ把握と地区認知を継続※

※社会実験におけるニーズに応じた
導入機能・空間配置への対応

検

討

内

容

都市計画公園の整備・運営の検討プロセスについて

・防災機能強化、HIcityとの連携

◆都市計画の見直しに向けた整理事項

①機能論 ：都市計画公園で導入をすべき機能

②空間配置論：都市計画公園の空間配置イメージ

③事業手法論：計画実現のための事業手法

周辺状況の把握

・これまでの取組を分析整理

・上位計画との関係を整理
・防災機能強化、HIcityとの連携

・事業採算性の確認

・アドバイザリー業務による専門的分析

事業者ヒアリング

・公園プレイスメイキング

・最先端モビリティの実証

・公民連携など区の事業への関わり方の整理

事業開始次回 都計審10/20都計審（報告）

①導入すべき機能

・建物と空間の一体化を意識した空間構成
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（参考）都市計画公園の整備に係る現時点のコンセプト（令和４年４月策定）
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（参考）第177回大田区都市計画審議会での主なご意見
委員発言要旨 補足説明

・HICityに来街者が少ない中で、1.3haのところに何か施設
（商業施設）を設けても来る方は少ない。

・コロナも落ち着き、HICityには宿泊客や入居企業の従事者の方など、徐々にでは
ありますが、来街者が増えてきています。また、本年秋にはグランドオープンを
迎え、さらに来街者が増えるものと思われます。そこで、本事業地はHICityと連
携して憩いと賑わい、交流の場として活用したいと考えております。

・区として、国交省の土地になる部分については、働きかけ
をし、地元としての考えを含め、国と適切に調整しながら、
どのように活用すべきかについて議論することが大事であ
る。

・多摩川沿いや海老取川沿いの宅地の活用につきましては、土地区画整理後は国交
省の土地に換地されます。地域のご意見を伺いながら、公園との連携を含めた活
用の検討を進めていきます。

・地震があった際には液状化現象が起きる。そこを区民の大
事な生命を保つ避難場所にしていいのか。

・液状化につきまして、土地区画整理事業(下水道等整備)において、設計・施行の
際に検証し、地盤的には安定していると判断されています。また、東日本大震災
の際、大田区では液状化がなかったことからも液状化の可能性は低いと認識して
おります。

・国もここを広域避難場所として認識をしている。また、区
内内陸部の指定場所に一時避難者を収容し切れない想定が
ある。ここが避難場所であることを見える化すれば地域住
民の不安を払拭できる。

・東京都震災対策条例により、東京国際空港天空橋周辺が「避難場所」として指定
されており、本事業地もその中に含まれています。羽田空港跡地第１ゾーン都市
計画公園コンセプトブックにも記載しておりますが、避難に供する平面空間を確
保し、防災機能の導入も視野に入れて検討してまいります。

・地域の方が何度も訪れ、憩いと賑わいが毎日続くよう整備
し、地域の方々の思いを反映していただくような施策にし
てほしい。

・公園整備・運営については、公民連携手法の活用を基本とします。具体的には、
事業者公募においてはご意見いただきました内容も参考に事業者提案を選定する
ことで、具体の公園施設を決めてまいります。運営においても、事業者提案を受
けて民間ならではの創意工夫を活かした取組みを行うことで、賑わいが続くよう
にしてまいります。
また、地域の方々の思いを反映するように事業者に求めていきます。

・羽田エリアはSDGｓの中でも非常に大事な開発エリアであ
る。世界とつながっており、大田区の発展や匠の技の伝承
など区の大志を発信し、将来、世界に発展していくことに
つながると考える。
今後どのように土地利用を進めていくのか考えないと、一
度造ったものは簡単に変更ができない。
大田区の将来を考えたときに、より最適な活用の仕方を検
討し、予算がないのであれば、それを生み出す方法として
何があり得るのかということをしっかり検討していくこと
が大事。

・日本の玄関である羽田、HANEDA GLOBAL WINGS（未来に向けて羽ばたくまちづく
り）の土地にふさわしい都市空間を検討することは重要であり、まちの発展のた
めには本事業地においても将来的な集客力がある施設が必要であると認識してい
ます。
また、東京湾臨海部では他自治体も多様な取組をしており、新たな開発を誘導す
る機運が高まっているため、ベイエリア沿いの拠点整備の動向を踏まえた検討も
必要と考えます。
地下は東京モノレール、上空は航空法による高さ制限など本土地固有の制約条件
も踏まえて、区が都市計画事業として、都市計画公園拡張を進め、今後の公園行
政の先鞭をつけるような画期的な空間づくりを計画してまいります。
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